
社会の主な動き

8⽉ 蛍光管リサイクルシステム研究会 講演会「東京都の清掃施設でおきたこと」

第４２回京都消費者⼤会 「災害に備えるくらし・地域・社会」

消費者⼒パワーアップセミナー２０１１
 「京都市における⾷の安全安⼼施策について」
 「⾼齢者を狙う悪質商法 〜未公開株、⽼⼈ホーム…悪質な⼿⼝〜」
 「携帯電話・パソコンと上⼿につきおあおう 〜ネット犯罪から⼦どもを守るために〜」
 「エコライフを楽しもう 〜今からできる、私にもできる、エコライフ術〜」
 「年⾦をもっとわかりやすく 〜年⾦を⾝近なものとして、もっと知ろう〜」
 「⽼後の⽣活設計とエンディングノート 〜無駄なくトラブルなく⽼後を過ごすために〜」

バス⾒学会 蛍光管処理施設

消費者⼒検定受験対策講座「契約」「サービス」「⽣活経済」」「環境」
消費者⼒検定受験対策講座「悪質商法」「⾐⽣活」「⾷⽣活」「住⽣活」

京都府くらしのひろば「確かな浄法くらしの安⼼・安全」

蛍光管の適正処理をめざすフォーラム２０１１

消費者⼒検定受験対策講座「総論と最近の消費者問題」「模擬試験と解答解説」

蛍光管の適正処理をめざすフォーラム２０１１ in おかやま

第８回消費者⼒検定 団体受験

1⽉ 講演会「⽔銀規制条約交渉のこれからと蛍光管リサイクルシステムづくり」

⾷と農のひろば２０１２「ＴＰＰで⾷の安全はどうなるの？」

蛍光管の適正処理をめざすフォーラム２０１１ in ⼤阪

ワークショップ「⼈にやさしい店舗と商品を考える」報告とグループ討論

ワークショップ「⼈にやさしい店舗と商品を考える」店舗⾒学 イオンモール五条

２０１１年度京都消費者問題セミナー 「⾼齢者ビジネスとその被害 PART２」

蛍光管リサイクルシステム研究会「⽔銀条約交渉の現状と課題」

市⺠のためのユニバーサルデザイン講座「『⼈にやさしい製品・サービス』を広げよう」

社会の主な動き

消費者⼒パワーアップセミナー２０１２ 「地震に耐え得るすまいを考える」

蛍光管の適正処理をめざすフォーラム２０１２ in 東京

消費者⼒パワーアップセミナー２０１２
 「詐欺的な『サクラメイト商法』にご⽤⼼ 〜怪しいメールの⼿⼝を知ろう！〜」
 「悪質商法にまきこまれないために 〜増え続ける悪質商法の新たな⼿⼝とは？〜」
 「年⾦をもっとわかりやすく 〜年⾦を⾝近なものとして、もっと知ろう〜」
 「⼦育て環境を安全・快適に 〜⼦どものまわりに潜む危険・事故〜」
消費者⼒パワーアップセミナー２０１２（つづき）
 「⽼後の⽣活設計とエンディングノート 〜無駄なくトラブルなく⽼後を過ごすために〜」

蛍光管の適正処理をめざすフォーラム２０１２ in 京都

消費者⼒検定受験対策講座「法律と契約」「悪質商法」「サービス」「⽣活と家計管理」
消費者⼒検定受験対策講座「⾐⽣活」「⾷⽣活」「住⽣活」「環境」

第９回消費者⼒検定 団体受験

講座「ユニバーサルデザイン⼊⾨」

消費者⼒向上セミナーin中丹「⾼齢者の豊かな暮らしのために」消費者被害

第４３回京都消費者⼤会 「市⺠がエネルギーを創る時代」

消費者⼒向上セミナー in中丹「⾼齢者の豊かな暮らしのために」医療と介護／エンディングノート

消費者⼒向上セミナーin⻑岡京「⾼齢者の豊かな暮らしのために」エンディングノート

消費者⼒向上セミナーin中丹「⾼齢者の豊かな暮らしのために」成年後⾒⼈制度／遺⾔書

消費者⼒向上セミナーin⻑岡京「⾼齢者の豊かな暮らしのために」エンディングノート

1⽉ 消費者⼒向上セミナーin宇治「⾼齢者の豊かな暮らしのために」消費者被害

消費者⼒向上セミナーin宇治「⾼齢者の豊かな暮らしのために」医療と介護／エンディングノート

消費者⼒向上セミナーin宇治「⾼齢者の豊かな暮らしのために」成年後⾒⼈制度／遺⾔書

消費者問題学習会「シニア世代の⾷⽣活」

２０１２年度京都消費者問題セミナー 「⾼齢者ビジネスとその被害 PART３」

地球環境基⾦助成活動報告会「蛍光管の適正処理・再資源化をめざすネットワークの形成」

ユニバーサルデザイン京都フォーラム２０１３ 報告／講演／映画ユニバーサル上映
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コンシューマーズ京都の主な活動

コンシューマーズ京都の主な活動

●２０１１年度（平成２３年度）

9⽉

〇⽣⾷⽤⽜⾁で集団⾷中毒発⽣
〇「茶のしずく⽯鹸」によるアレルギー発覚
〇安愚楽牧場事件
〇越境消費者センター開設
〇地上デジタル放送完全移⾏
〇LINEサービス開始

〇消費者教育推進法公布（「消費者市⺠社会」を⽬指す消費者教育）
〇消費者庁に消費者安全調査委員会
〇サクラサイト商法の被害拡⼤
〇劇場型投資被害増⼤
〇第２次安倍内閣

10⽉

●２０１２年度（平成２４年度）


